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は，豆腐よりクッキーで，2 g より 4 g で有意に増加し，自発性嚥下より随意性嚥下で有意
に増加した．オトガイ舌筋の筋活動量は，豆腐よりクッキーで，自発性嚥下より随意性嚥
下で有意に増加した．また，咬筋，顎二腹筋前腹，オトガイ舌筋の筋活動時間，オトガイ
舌筋～嚥下終了時間は，豆腐よりクッキーで，2 g より 4 g で，随意性嚥下より自発性嚥下
で有意に延長した．そして，顎二腹筋前腹，オトガイ舌筋の筋活動開始時間は，豆腐より
クッキーで， 2 g より 4 g で，随意性嚥下より自発性嚥下で有意に延長した．  
【結論】本研究から，食物の性状や量の変化にかかわらず，自発性嚥下より随意性嚥下で
各筋の筋活動量は増加，また，随意性嚥下より自発性嚥下の方が各筋の活動時間および活
動開始が延長したことから，自発性嚥下と随意性嚥下の嚥下様式の違いにより嚥下様相に
差が生じることが示唆された．  
 
 
